
 

クラブマネジャーにインタビュー Ｎｏ．１７ 

河野スポーツクラブ  「世代交流、笑いあふれる河野の社交場」 

Ｑ１ 総合型地域スポーツクラブに関わったきっかけは？  

石丸 以前より河野スポーツクラブという総合型クラブが地元にあることは 

知っておりました。ある時、総合型クラブのマネジャー養成講習会が 

東京で開催されるので、河野スポーツクラブとしても誰か資格取得に 

行ってもらえないだろうかという話になりました。その時に、白羽の 

矢が立ったのが私でした。（笑）私は長らく体育指導委員をしていたの 

でその為かと思います。資格を取ったものですから、そのままクラブ 

に引き込まれて、今はもう抜け出すことが出来なくなりました。（笑） 

Ｑ２ 運営にあたって一番の喜びは何ですか？  

石丸 参加者の笑顔を見たら苦労は全て吹っ飛びます。和気あいあいと地 

域の異世代交流ができれば嬉しいですね。 

Ｑ３ 運営にあたって一番の苦労は何ですか？  

石丸 苦労というか、心配事というか。やはり運営資金の問題ですね。現 

在は、多尐の蓄えがあるので何とかしのいでおります。しかし、今 

後のことを考えると、起死回生の妙案もありませんので、なんとか 

せねばと思案しております。 

Ｑ４ このクラブのＰＲをお願いします。 

石丸 地域の各世代が、三三五五集まり、和気あいあいと汗を流しており 

ます。無理をせず各人に見合ったスポーツでいつまでも汗をかけた 

らと考えております。 

Ｑ５ 将来どんなクラブにしていきたいですか？           

石丸 先ほども述べましたが、地域から各世代の方々が集い、和気あいあ 

いとやっていければ。年配者の方々もいつまでも続けていけるよう 

なクラブにしたい。この地域の社交場の様になれれば幸いです。 
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活動拠点の河野公民館 

卓球教室の様子 

太極拳の発表会です 青空の下でグラウンドゴルフ 




